
危険がいっぱい！子供のケイタイ



野々市町の世代別人口
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町ぐるみの青少年健全育成活動

“ののいちっ子を育てる”町民会議の活

健全育成に関わる６０の団体・機関で構成
青少年健全育成活動の推進母体（町が事業委

愛と和のひと声運動、町内一斉美化清掃など●継続的な取り組み

ラブホテル建設反対、ピンク看板撤去、
大型ゲーム店出店反対など

●社会環境浄化活動

携帯電話対策事業
ープロジェクトＫ（携）ー

●新たな社会的課題への対応



平成１２年度～ ・・・学習の積み重ね

情報通信機器の
 

発達と子どもの
 

問題についての
 

学習会・研修会の
 

開催



平成１４年度末 ・・・携帯と子どもの問題を運動化する方針

携帯と非
問題行動

学校だけの
指導の限

所持率
まだ低い

子どもの社会
判断力の見極め

携帯を
持たせない運動

小学生‥
 

7.1%
中学生‥14.4%



小中学生に携帯電話を持たせない運動の実践小中学生に携帯電話を持たせない運動の実践

「Ｋ・携」は「携帯電話対策」

「地域の連携」を意味する

ー広報活動ー
ロゴマーク・懸垂幕

携帯電話対策教室

インストラクター
養成事業大学の協力

平成１５年度～

携帯電話対策事業を
町全体で取り組む

町民会議

学校

ＰＴＡ保護 地域住民



１８年度の携帯電話対策事業

小中学生への学習機会の提供

小学５年生対象携帯電話対策教室

小学校卒業生向け啓発事業

中学１年生対象携帯電話対策教室

中学2年生対象講演会・立志式

中学３年生対象
メディア・リテラシー育成教室



保護者への学習機会の提供

小中学生保護者対象携帯電話対策教室

中学新1年生保護者対象携帯電話対策教室
（思春期子育て講座）



学習プログラムの作成・指導者の育成

啓発事業の展開

中学生・保護者向け小冊子改訂版の発行

懸垂幕を活用した啓発事業

標語を活用したポスターの作成

・・・７～15人

3月発行、ＪＡＩＳＴ、金沢工業大学の協力

子どもセーフティ・インストラクター育成事業



連携推進事業 北陸先端科学技術大学院大学
との事業協力

携帯電話・インターネットと子どもの
問題を考える交流集会

 
８月２５・２６日

能美市教育委員会
との事業提携

・・延べ約３００人参加



メディア対策事業

・・保育園年長児、小学２・4・6年及び
中学2年生保護者756人を対象に実施

メディアが子どもに及ぼす影響の実態調査
 

11月

メディア社会の進展と子どもの
育ちを考えるセミナー・記念講演会

 
２月４日

リレートーク
 

２月中３回

・・北陸先端科学技術大学院大学、
金沢大学の協力

・・約６５０人参加

・・ＰＴＡ、スポ少、子ども会が開催
3日間、延べ７８人参加



布水中学校の携帯電話所持率の推移
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平成１４～１８年各不良行為件数の推移
 松任警察署調べ
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中学生（不良行為）

22

61

87

96

67

16

47

179

78

16

28

8
3

3

51 88

42
27

11
0

50

100

150

200

Ｈ１４年 Ｈ１５年 Ｈ１６年 Ｈ１７年 Ｈ１８年

松　任 野々市 美　川 管　外



運動の成果と課題

保護者への浸透 保護者の約８５％が運動を支持

【成
 

果】 １８年１１月調査結果

高校・大学生で携帯を持たせたい・・約８５％

子どもへの浸透

所持率の横ばい、低下・・小学生6年生
 

7.7%
中学生2年生12.3%

落ち着いた学校、生徒指導の徹底



【運動の課題】

家庭での話し合い 情報提供、学習

運動の継続発展 インストラクターの養成

メディアと子ども
の育ち

調査・研究の充実

情報リテラシー教育
の確立

学校教育への支援

町民会議の役割



１９年度の携帯電話対策事業

小中学生、保護者対象学習講座の開催

●小学５年生から中学３年生までの携帯電話対策教室

●保護者対象携帯電話教室

○思春期子育て講座

 
○ＰＴＡ主催「かしこい子育て講座」

新
 

かしこい子どもパソコン教室・・・金沢工業大学との連携事業

小学５年、中学１から３年生向け講座を学校で実施



指導者の養成と教材の作成

●インストラクター養成講座
 

････
 

年２回実施予定

●新
 

大人と子どものメディアリテラシー学習計画の策定

金沢工業大学ライブラリーセンターの協力

小中学生、保護者、地域住民が高度情報化社会を確かに
生きるための学習計画の策定

●新
 

小学生向け教材の改訂作業
 

････
 

作業チームの編成

････
 

策定委員会の設置



携帯電話やインターネットが子どもに
 及ぼす影響の調査研究

●新
 

青少年問題研修会の開催
 

････
 

年２回

少年育成指導員の中からWEBチェッカーズを選任（現在１０人）

地域ポータルサイトに専用会議室を設置

町内の保護者、育成関係者の研修
９月５日と１２月３日

ネット社会の他に
テレビ・ゲームの問題を検証していく

●新
 

WEBチェッカーズの活動
 

････
 

少年育成センター事業



●新
 

携帯電話・インターネット子ども電話相談
････

 
県子ども政策課と合同開催

１２月２２日・２３日に県内の小・中・高校生を対象に実施

●小中学生の携帯電話の
所持率の定期的調査

･･･
 

年２回実施予定



子ども、保護者、町民への啓発事業

●小中学校卒業時啓発チラシ
････

 
学校教職員が作成

●ポスター、懸垂幕を活用した啓発

毎月第１水曜日を家庭でテレビ・ゲーム
を見ない・しない日にする
９月５日から実施

●新
 

子どもノーテレビ・ノーゲームデー
･･･

 
生徒指導連絡協議会と共催

※

 
保育園保護者の啓発



情報化が進んでも
 

大切なことは変わらない！！

ゲームより、テレビより、携帯より
楽しいことを知っている子ども…

子どもの携帯の使い方と大人の
 

携帯の使い方は決定的に違う！！
生活や仕事のためは大人

子どもは楽しむためのもの



大人の役割は、大切なことを
 

子どもにしっかり伝えること！！

必要のないものは持たせない買わない

生身の人同士の付き合いとぬくもりを

ネット社会は、
 

安全なコミュニティではない！！

コミュニティの２要素・・信頼、秩序



【これからのプロジェクトＫ（携）】

しない運動
の展開

情報化社会に
対応した学習

の提供

情報化社会を
たくましく生きる

子どもの育成

しよう運動
の展開

町民会議 家庭教育推進協議会

小中学校

社会教育施設

携帯電話を持たせない運動
ＮＯテレビ・ＮＯゲームデー

早ね早おき朝ごはん運動
・・・・

大人と子どもの
メディアリテラシー学習計画

学習教材の開発

学習ニーズの誘発

連携した調査・研究
学習支援
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